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検
察
が
受
理
し
た
事
件
の
処
分
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
事
件
の
被
害
者
側
の
要
望
に
応
じ
て
説
明
す
る
「
被
害
者
通
知
制 

度
」
が
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
現
場
で
は
制
度
の
本
旨
に
沿
っ
た
運
用
が
な
さ
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
絵
に
描
い
た
餅
」
に 

 
 

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
事
例
が
寄
せ
ら
れ
た
。
大
阪
府
河
内
長
野
市
で
一
九
九
四
年
七
月
に
起
き
た
児
童
二
人
の
交
通
死
亡

事
故
を
め
ぐ
り
、
大
阪
地
検
は
児
童
の
両
親
に
倣
岸
不
遜
な
態
度
で
対
応
し
、
被
疑
者
の
不
起
訴
理
由
な
ど
を
十
分
説
明
し
な

か
っ
た
と
い
う
。
か
ね
て
よ
り
被
害
者
通
知
制
度
の
運
用
に
強
い
関
心
を
は
ら
っ
て
き
た
立
場
か
ら
当
事
者
の
調
査
を
行
い
、

法
務
大
臣
に
も
関
係
機
関
へ
の
是
正
・
指
導
を
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
我
が
子
を
失
っ
た
両
親
の
訴
え
に
基
づ
き
、
事

実
関
係
や
責
任
の
所
在
の
ほ
か
、
被
害
者
通
知
制
度
の
本
旨
と
そ
の
徹
底
状
況
、
検
事
教
育
な
ど
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す 

 

る
。 

一 

被
害
者
通
知
制
度 

（
2
） 

同
制
度
が
導
入
さ
れ
る
に
当
た
り
、
東
京
都
世
田
谷
区
で
一
九
九
七
年
十
一
月
、
当
時
小
学
二
年
の
片
山
隼
君
が

ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
、
死
亡
し
た
事
故
を
め
ぐ
る
検
察
当
局
の
対
応
の
ま
ず
さ
は
影
響
し
た
か
。 

（
1
） 

被
害
者
通
知
制
度
が
導
入
さ
れ
た
経
緯
、
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

「
絵
に
描
い
た
餅
」
の
被
害
者
通
知
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

一 

 



 

二 

大
阪
地
検
の
対
応 

（
2
） 

児
童
二
人
の
両
親
は
今
年
五
月
十
三
日
、
「
被
害
者
通
知
制
度
」
に
基
づ
き
、
大
阪
地
検
に
処
分
理
由
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
た
。
両
親
に
よ
る
と
、
そ
の
際
、
大
阪
地
検
交
通
部
長
は
「
私
が
こ
う
し
て
出
向
い
て
説
明
す
る 

（
1
） 

大
阪
府
河
内
長
野
市
で
一
九
九
四
年
七
月
、
当
時
小
学
二
年
の
男
子
児
童
二
人
が
乗
用
車
に
は
ね
ら
れ
、
死
亡
し

た
事
故
に
つ
い
て
、
大
阪
地
検
は
今
年
五
月
十
三
日
、
大
阪
府
警
か
ら
業
務
上
過
失
致
死
容
疑
な
ど
で
書
類
送
検
さ

れ
た
乗
用
車
の
運
転
者
を
不
起
訴
と
し
た
。
こ
の
事
故
で
は
、
大
阪
地
検
堺
支
部
が
一
九
九
七
年
五
月
に
運
転
者
を

不
起
訴
と
し
た
が
、
堺
検
察
審
査
会
が
不
起
訴
不
当
を
議
決
し
、
大
阪
地
検
が
再
捜
査
し
て
い
た
。
大
阪
地
検
は
再

度
の
不
起
訴
処
分
に
つ
い
て
、
報
道
機
関
に
ど
の
よ
う
な
発
表
を
し
た
か
。 

（
6
） 

本
年
度
新
任
の
検
事
、
検
察
事
務
官
に
は
同
制
度
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
研
修
を
実
施
し
た
か
。 

（
5
） 
同
制
度
の
本
旨
を
全
国
の
検
察
現
場
に
周
知
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
検
事
や
検
察
事
務
官
に
ど
の
よ
う
な
研
修
を
実

施
し
た
か
。 

（
4
） 

同
制
度
の
本
旨
は
何
か
。 

（
3
） 

隼
君
事
件
で
は
、
法
務
大
臣
が
何
度
も
謝
罪
し
た
が
、
当
時
の
反
省
は
そ
の
後
、
現
場
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。 

二 

 



 

（
4
） 

大
阪
地
検
は
今
年
一
月
二
十
日
と
三
月
十
一
日
、
児
童
の
母
親
か
ら
事
情
を
聴
い
た
。
母
親
に
よ
る
と
、
そ
の
際

に
担
当
検
事
か
ら
事
故
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
母
親
の
供
述
が
信
用
で
き
な
い
と
し
て
、
約
四
時
間
に
わ
た
っ
て
大 

（
3
） 

こ
の
事
故
で
は
、
堺
検
察
審
査
会
が
不
起
訴
不
当
を
議
決
し
た
ほ
か
、
民
事
裁
判
の
判
決
も
運
転
者
の
過
失
を
認

定
し
、
賠
償
を
命
じ
た
。
両
親
は
大
阪
地
検
の
再
捜
査
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
た
。
被
害
者
通
知
制
度
の
本
旨

か
ら
は
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
両
親
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
か
。
暴
言
と
恫
喝
で
対
応
す

る
の
が
同
制
度
の
本
旨
か
。 

と
い
う
こ
と
は
異
例
な
ん
で
す
か
ら
」
「
特
別
に
交
通
部
長
が
説
明
し
ま
す
」
と
切
り
出
し
、
約
三
十
分
に
わ
た
っ 

 

て
事
故
の
状
況
な
ど
を
説
明
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
肝
心
の
不
起
訴
理
由
に
つ
い
て
は
明
確
に
説
明
し
な
い
た
め
、
両

親
が
「
子
ど
も
が
飛
び
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
」
と
質
問
す
る
と
、
交
通
部
長
は
「
飛
び
出
し
と
は
言
っ
て
な

い
で
し
ょ
う
」
と
身
を
乗
り
出
し
、
語
気
を
荒
げ
た
。
ま
た
、
運
転
者
の
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、
交
通
部
長
は
「
い
ま
ど
き
四
十
キ
ロ
の
と
こ
ろ
を
五
十
キ
ロ
で
走
る
の
は
常
識
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と
で
起

訴
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
に
ら
み
つ
け
た
上
、
一
方
的
に
退
席
し
た
と
い
う
。
両
親
は
暴
言
と
恫
喝
の
数
々
に
深

い
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
と
話
し
て
い
る
。
両
親
の
話
は
事
実
か
。 

三 

 



 

 

四 

声
で
追
及
さ
れ
、
犯
人
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
た
と
い
う
。
こ
れ
は
事
実
か
。 

（
5
） 

事
件
に
直
接
関
係
の
な
い
被
害
者
の
遺
族
か
ら
事
情
を
聴
く
際
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
何
か
。 

三 

責
任 

（
1
） 

大
阪
地
検
の
対
応
に
つ
い
て
、
政
府
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
か
。 

（
2
） 

大
阪
地
検
の
対
応
に
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
被
害
者
の
遺
族
感
情
を
逆
な
で
し
た
そ
の
責
任
は
ど
の
よ
う
に
し

て
明
ら
か
に
す
る
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


